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◆事業報告

Ⅰ．庶務事項

１. 理事会および評議員会の開催

・第１１９回理事会

令和５年６月６日午前１１時より第１１９回理事会を五島美術館別館講堂にて開催し、下記の

議案を審議、可決した。

令和４年度事業報告ならびに収支決算等について

評議員候補者の選任ならびに推薦について

理事候補者の選任ならびに推薦について

美術品の受贈について

定時評議員会の招集について

・第１１０回評議員会

令和５年６月２３日午前１１時より第１１０回評議員会（定時評議員会）を東急株式会社本社役

員会議室にて開催し、下記の議案を審議、可決した。

令和４年度事業報告ならびに収支決算等について

   評議員の選任について

   理事の選任について

   理事の報酬について

   定款の一部変更について

・第１２０回理事会

令和５年６月２３日午前１１時３０分より第１２０回理事会を東急株式会社本社役員会議室に

て開催し、下記の議案を審議、可決した。

   業務執行理事（常務理事）の選定について

   重要な人事の発令について

・第１２１回理事会

令和６年３月８日午前１１時より第１２１回理事会を五島美術館別館講堂にて開催し、下記の

議案を審議、可決した。

   令和６年度事業計画書ならびに収支予算書等について

   評議員会の開催および招集について

・第１１１回評議員会

令和６年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認の審議事項について、評議員全員の

同意を得たので、令和６年３月１９日付にて第１１１回評議員会として同案を可決した。

審議事項 令和６年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認について
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・第１２２回理事会

東急株式会社より施設の老朽化に伴う今後１０年間に修繕、更新に必要と見込まれる３億円

の特定寄附金の受け入れおよび、本件に関する評議員会開催および招集について資産管

理規程第９条に基づき審議し、理事全員の同意ならびに監事全員の異議のない旨の確認を

得たので、令和６年３月１５日付にて、第１２２回理事会として同案を可決した。

   審議事項  特定寄附金の受け入れについて

           評議員会の開催および招集について

・第１１２回評議員会

東急株式会社より施設の老朽化に伴う今後１０年間に修繕、更新に必要と見込まれる３億円

の特定寄附金の受け入れについて評議員会運営規則第１１条に基づき審議し、評議員全員

の同意を得たので、令和６年３月２１日付にて第１１２回評議員会として同案を可決した。

審議事項  特定寄附金の受け入れについて

２. 官公庁への届出

・第１１０回評議員会決議事項 令和４年度事業報告、収支決算·······························内閣府

・       〃          評議員の変更、理事の変更·······································内閣府

・       〃           定款の一部変更 ····························································内閣府

・第１１１回評議員会決議事項 令和６年度事業計画等の提出··································内閣府

３. 寄附金、助成金受領等

(1) 寄附金の受領、美術品の受贈

令和５年度について受領した寄附金は以下の通り

・一般寄附金

令和５年 ５月 ３１日 東急株式会社より ９０,０００,０００円

令和５年 １１月 ３０日 東急株式会社より ９０,０００,０００円

・施設の維持を前提とした修理・更新のための特定寄附金

令和６年 ３月 ２９日 東急株式会社より ３００,０００,０００円

(2) 受贈美術品

令和５年６月６日  髙木聖雨氏（本名・髙木茂行氏）から書跡計６件を受贈

関戸本古今集切 「ひさかたの」 伝藤原行成筆 平安時代 １１世紀 １件                                                     

了佐切（真名序・仮名序） 伝藤原俊成筆 平安時代 １２世紀 １件

益田本和漢朗詠集切「三月尽」 伝藤原公任筆 平安時代 １２世紀 １件

重要美術品 石山切（貫之集下） 藤原定信筆 平安時代 １２世紀 １件

曾丹集切「うちわたし」       伝西行筆 平安時代 １２世紀 １件

書状（徳永佐馬助宛） 本阿弥光悦筆 桃山～江戸時代 １６～１７世紀 １件
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(3) 助成金の受領

令和５年度文化資源活用事業費補助金（青磁鳳凰耳花生） 国(文化庁) ５４６,０００円

４. 設備投資等

設備投資等総額 ３,３２０,９００円（消費税込）

（内訳）

・U 字溝漏水補修工事 令和５年７月２０日

発注金額 ３１１,３００円（消費税込）

発注先 管清工業株式会社

・展示ケースパッキン修繕工事 令和５年８月２日

発注金額 １,０２３,０００円（消費税込）

発注先 株式会社丹青社

・菖蒲池付近 グレーチング桝嵩上げ工事 令和５年８月１８日

発注金額 ２４７,５００円（消費税込）

発注先 管清工業株式会社

・冨士見亭前竹垣取換え工事 令和５年８月２３日

発注金額 ５９１,８００円（消費税込）

発注先 三栄造園株式会社

・本館空冷式モジュールチラー(CHR-1)修理工事 令和５年１０月１２日

発注金額 ９７１,３００円（消費税込）

発注先 東急プロパティマネジメント株式会社

・庭園人工竹交換工事 令和６年１月１９日

発注金額 １７６,０００円（消費税込）

発注先 三栄造園株式会社

５. 文化財の修復等

重要文化財「青磁鳳凰耳花生」保存修理事業を実施した。

修復費用総額 ９３１,７００円

※ 国（文化庁）の令和５年度文化資源活用事業費補助金（観光拠点整備事業）として

５４６,０００円を受領（３.寄附金、助成金受領等参照）
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６. 新型コロナウイルス感染症感染拡大予防対策

＜イベントの中止・変更からの復帰＞

新型コロナウイルス感染症は、これまで、「新型インフルエンザ等感染症（いわゆる２類相当）」

とされていたが、令和５年５月８日から「５類感染症」と位置づけられた。

感染者数も大幅に減少したため、感染予防対策も緩和した。

・受付フロントでの対応

職員のマスク着用は継続

アクリル板仕切りについては撤去

・講演会（特別展）、ギャラリートーク、月例美術講座、コンサートなど

会場収容人数の制限（定員の５０％から１００%へ）

参加者の氏名・連絡先の把握は継続

換気の実施は継続

内覧会での飲食提供は行わなかった

・茶室特別公開 茶室内部（「古経楼」の畳上）の見学復活

呈茶の休止は継続

・陶芸講座

会場収容人数の制限 特に行わず

・茶  会

各服点ての継続

お点前の復活

点心席（見晴荘）の復活

以 上
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Ⅱ．主なる事業活動

[1] 五島美術館（公益目的事業①）

１. 展示事業

１‐１. 入館者数
＊単位は人

有料 無料 計 入園者 合計 開館日 一日平均

1 ［館蔵］春の優品展―古今和歌集を愛でる― 〈令和 5 年 4 月 1 日［土］―5 月 7 日［日］〉

6,585 642 7,227 268 7,495 32   234

2 ［館蔵］近代の日本画展 〈5 月 13 日［土］―6 月 18 日［日］〉

8,450 402 8,852 130 8,982 32 281

3 ［館蔵］古鏡展―めでたい鏡の世界― 〈6 月 24 日［土］―7 月 30 日［日］〉

2,863 412 3,275 79 3,354 32 105

4 ［館蔵］秋の優品展―白・黒・モノクローム― 〈8 月 26 日［土］―10 月 15 日［日］〉

6,582 509 7,091 108 7,199 44 164

5 ［特別展］古伊賀―破格のやきもの― 〈10 月 21 日［土］～12 月 3 日［日］〉

11,584 1,907 13,491 367 13,858 38 365

6 ［館蔵］茶道具取合せ展 〈12 月 13 日［水］～令和 6 年 2 月 12 日［月・振］〉

7,170 694 7,864 187 8,051 45 179

7 ［館蔵］中国の陶芸展 〈2 月 20 日［火］～3 月 31 日［日］〉

4,893 454 5,347 135 5,482 36 152

合計 48,127 5,020 53,147 1,274 54,421 259 210

１‐２. 特別展

［特別展］古伊賀―破格のやきもの―

・主催＝公益財団法人五島美術館

・期間＝令和５年１０月２１［土］～１２月３日［日］

・特別内覧会＝令和５年１０月２０日［金］ ·······································································出席者１３６名

・期間中鑑賞者数 ························································································································ １３,４９１名

・講演会＝令和５年１１月３日［金・祝］ 竹内順一氏（東京藝術大学名誉教授）

「焼き締め陶器の真髄」·················································································聴講者１１６名

・講演会＝令和５年１１月２５日［土］ 井上喜久男氏（元愛知県陶磁資料館館長補佐）

「古伊賀生成の軌跡」····················································································聴講者１０５名

１‐３. 付帯事業

展示事業に関連して、美術館と展示・収蔵品を全国の不特定多数の方に紹介する効果があ

る東急グループの「五島美術館名品集カレンダー」の制作・監修を行なった。

また国宝「源氏物語絵巻」をはじめ展示・収蔵品に因んだオリジナルグッズなどの製作・監修、

館内ミュージアムショップ等での販売も実施した。
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２. 調査・研究・保存事業

２‐１. 調査・研究

・特別展等に際して、館外所蔵および収蔵作品の調査を行なった。

・展示設備をはじめとする館内設備の調査とデータ蓄積を継続した。

・収蔵する図書を整理し、情報の入力を継続した。

・以上の成果の一部については、展覧会図録および研究紀要にて報告。

２‐２. 美術品の保存・補修

（1）重要文化財「青磁鳳凰耳花生」の保存修理事業を行なった。修理費は９３１,７００円であ

るが、国（文化庁）の令和５年度文化資源活用事業費補助金（観光拠点整備事業）

５４６,０００円を受けた。

（2）経年劣化した、重要美術品「唐物文琳茶入 銘 本能寺」の包み裂を修理した。

（3）作品の展示に際し、経年劣化損傷していた重要美術品「伯庵茶碗 銘 冬木」の包み裂

を修理。また、重要美術品「井戸茶碗 銘 美濃」の仕覆を修理（次年度に継続）。

（4）収蔵庫の保存環境改善のため総合的な除塵防黴施工（IPM）を実施した。

２‐３. 出版物

（1） 『古伊賀―破格のやきもの―』

・判型＝B５判変型

・発行日＝令和５年１０月２１日

・企画・監修＝五島美術館

・発行＝株式会社淡交社  

・頁数＝１９２頁（カラー１６０頁、図版９３件所収）

（2） 『五島美術館研究紀要』第１２号

・判型＝A４判

・発行日＝令和６年３月３１日

・編集＝五島美術館学芸部・大東急記念文庫学芸部

・発行＝公益財団法人五島美術館

２‐４. 美術品の他所への出品

・台東区立書道博物館 ········································································· 「蘭亭図巻（大巻）」他／計５件

「東京国立博物館・台東区立書道博物館連携企画２０周年 王羲之と蘭亭序」

（期間＝令和５年１月３１日～４月２３日）
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・富山県美術館・青森県立美術館・東京国立近代美術館

  ······························································ 「幾利壽當頌耶蘇十二使徒屏風 棟方志功画」／計１件

「生誕 120 年 棟方志功展 メイキング・オブ・ムナカタ」（期間＝令和５年３月１８日～１２月３日）

・出光美術館 ·····························································重要文化財「虚堂智愚墨跡 二首偈」他／計２件

「茶の湯の床飾り―茶席をかざる書画」（期間＝令和５年４月２２日～５月２８日）

・京都文化博物館・サントリー美術館 ·····························「唐物茄子茶入 銘 宗伍茄子」／計１件

「四百年遠忌記念 大名茶人 織田有楽斎」

（期間＝令和５年４月２２日～５月２５日・令和６年１月３１日～３月２４日）

・山梨県立美術館 ··········································································· 「有馬茶会記 友阿弥筆」／計１件

「テルマエ展 お風呂でつながる古代ローマと日本」（期間＝令和５年９月９日～１１月５日）

・福岡市博物館··································································重要文化財「大手鑑 筆陣毫戦」他／計２件

「黒田長政没後 400 年 黒田侯爵家の名品 知られざる黒田家「家宝」の近代史」

（期間＝令和５年９月１５日～１１月５日）

・MIHO MUSEUM ···················································重要文化財「金峯山埋経 藤原道長筆」／計１件

「金峯山の遺宝と神仏」（期間＝令和５年９月１６日～１２月１０日）

・和泉市久保惣記念美術館

  ·································「色紙帖（新古今和歌集） 本阿弥光悦筆・伝俵屋宗達下絵」他／計２件

「宗達―物語の風景 源氏・伊勢・西行―」（期間＝令和５年９月１７日～１１月１２日）

・東京国立博物館 ··································································· 国宝「源氏物語絵巻 夕霧」他／計４件

「やまと絵 受け継がれる王朝の美」（期間＝令和５年１０月１１日～１２月３日）

・根津美術館 ························································重要文化財「寸松庵色紙 伝紀貫之筆」他／計３件

「北宋書画精華」（期間＝令和５年１１月３日～１２月３日）

・東京富士美術館 ·················································· 「源氏物語絵巻 鈴虫一 現状模写」他／計２件

「開館 40 周年記念 源氏物語 THE TALE OF GENJI―「源氏文化」の拡がり 絵画、工芸から現

代アートまで―」（期間＝令和６年２月２４日～３月２４日）

・国立工芸館 ······························································ 重要文化財「鼠志野茶碗 銘 峯紅葉」／計１件

「卒寿記念 人間国宝 鈴木藏の志野展」（期間＝令和６年３月１９日～６月２日）

計 １５ヶ所 ２５件

２‐５. 美術品の写真掲載・利用

美術の教育普及の観点から、各種の美術図書やビデオ・テレビ番組などに、その内容に検

討を加えた上で、当館収蔵の美術品の撮影および写真掲載使用を許可した。

１３９件 のべ２２９点

３. 普及事業

３‐１. 普及事業（当館主催）

(1) ギャラリートーク（展示解説）―入館者を対象にして実施

計２６回実施  聴講者数 ［のべ］１,７５０名
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・［館蔵］春の優品展―古今和歌集を愛でる―

「古今和歌集の古筆」 令和５年４月１２日［水］（別館講堂） ······································参加者９１名

「和歌と絵画・歌仙絵」 ４月１９日［水］（別館講堂） ····································································８３名

「源氏物語絵巻について」 ５月２日［火］、５月７日［日］（別館講堂） ···························· 計１７５名

・［館蔵］近代の日本画展

「棟方志功と五島慶太」 ５月２４日［水］（別館講堂） ·································································８４名

「棟方志功の世界」 ５月３１日［水］（別館講堂）··········································································９４名

「近代日本画の世界」 ６月８日［木］（別館講堂） ········································································８０名

・［館蔵］古鏡展―めでたい鏡の世界―

「昔の本と学問」 ６月２７日［火］（別館講堂） ················································································２１名

「目出度い中国鏡」 ７月５日［水］（別館講堂）·············································································３３名

「本の書き入れから分かること」 ７月１１日［火］（別館講堂） ····················································１９名

「移ろう倭鏡」 ７月１９日［水］（別館講堂） ·····················································································４３名

「愛でたい古鏡」 ７月２６日［水］（別館講堂） ···············································································５９名

・［館蔵］秋の優品展―白・黒・モノクローム―

「五島美術館の日本陶磁について」 ８月３１日［木］（別館講堂） ··········································２８名

「白・黒・モノクローム（絵画・書跡編）」 ９月２１日［木］（別館講堂） ······································５３名

「紫式部日記絵巻について」 １０月１１日［水］、１５日［日］（別館講堂） ······················ 計１９１名

・［特別展］古伊賀―破格のやきもの―

「花生のおもて・うら」 １０月３１日［火］、１１月２３日［木］（別館講堂） ··························· 計１２５名

「堂々たる水指」 １１月８日［水］、１１月３０日［木］（別館講堂） ······································ 計１２６名

・［館蔵］茶道具取合せ展

「名物裂―古裂鑑賞の歴史」 令和６年１月１６日［火］（別館講堂） ······································９７名

「五島慶太翁と茶の湯」 １月３１日［水］（別館講堂）·······························································１０１名

「茶の湯を彩る染織」 ２月７日［水］（別館講堂）··········································································９９名

・［館蔵］中国の陶芸展

「中国陶磁について」 ２月２２日［木］、３月２８日［木］（別館講堂） ······························· 計１１８名

「中国鏡と倭鏡」 ３月６日［水］（別館講堂） ··················································································３０名

※５月７日までは、参加者の氏名・連絡先を把握（受講カードの配布・回収）するなどの感染拡大予防対策を講

じた。

(2) 青少年向け普及講座

・こども美術講座―小中学生を対象にして美術や日本文化について解説および体験学習を実施

「日本画を知ろう」 ６月４日［日］（本館集会室）······································計３名［こども１／大人 2］

・中学校への出張講義

東村山市立東村山第三中学校

令和６年３月４日［月］ 「日本の絵画」·····································································第２学年１４１名
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（3） 団体見学および団体説明会

［館蔵］近代の日本画展································································································計３団体・計７９名

［館蔵］秋の優品展―白・黒・モノクローム― ·····························································計４団体・計１２９名

［特別展］古伊賀―破格のやきもの― ···········································································計２団体・計４１名

［館蔵］茶道具取合せ展 ·······························································································計２団体・計４５名

［館蔵］中国の陶芸展 ····································································································計１団体・計２１名

総計＝１２団体・３１５名

※新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行に伴い、団体見学および団体説明会の受け入れを再開した。

（4） ミュージアム・コンサート―入館者を対象にして実施

・クァルテット・リゾナンツァによる弦楽四重奏演奏会＝令和５年６月２８日［水］

プログラム： ハイドン 弦楽四重奏曲第 81 番ト長調 Op.77-1, Hob.Ⅲ-81

ベートーヴェン 弦楽四重奏曲第 13 番変ロ長調 Op.130

入場料＝４,５００円（友の会４,０００円） 予約制·······················································参加者１８０名

・長唄演奏会―和のこころを聴く＝令和５年９月２７日［水］

プログラム： 賤機帯 春秋 蜘蛛拍子舞

入場料＝４,５００円（友の会４,０００円） 予約制·······················································参加者１１５名

（5） 茶室特別公開―入館者を対象にして実施

公開日＝令和５年５月２５日［木］、令和６年２月１日［木］

公開を制限している登録有形文化財の茶室（古経楼・冨士見亭）を特別公開した。

（6） 特別閲覧

美術館、博物館、大学等の研究者を対象として美術品の特別閲覧に対応した。

・佐々木 勇氏（１名：令和５年４月１６日） ···········································大般若経 巻第四〇一他 計６件

・野島 義敬氏（１名：令和５年５月１８日） ······························重要文化財 大手鑑 筆陣毫戦他 計２件

・菅野 智明氏他（２７名：令和５年６月１０日） ············································淳化閣帖（顧氏本）他 計３件

・松原 茂氏（１名：令和５年６月２９日） ···············································重要文化財 寸松庵色紙他 計３件

・堀川 貴司氏（１名：令和５年７月２８日） ·······································重要文化財 賦譜・文筆要決 計１件

・深澤 太郎氏他（２名：令和５年９月７日） ····················································· 内行花文鏡Ⅰ系他 計７件

・下田 章平氏（１名：令和５年９月２０日） ······················································神龍半印本蘭亭序 計１件

・月本 雅幸氏他（３名：令和５年１１月５日） ··············· 重要美術品 華厳経合論 巻第二十七 計１件

・白井 克也氏（１名：令和５年１１月８日） ··············· 重要美術品 方格四神鏡 永徽元年銘他 計４件

・蔀 政人氏（１名：令和５年１１月２２日） ············································猿図・「布袋和尚」一行書 計１件

・重根 弘和氏（１名：令和６年３月６日） ·························································熊川茶碗 銘 千歳 計１件

・板谷 寿美氏（１名：令和６年３月２９日） ·············································堆朱獅子牡丹文香合他 計２件
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３‐２. 友の会（特別会員制度）

美術教育普及のため、開館以来友の会制度を設け、今日に至っている。本年度の利用状況

は次のとおり（令和６年３月３１日現在）。

３‐２‐１. 美の友会（定員制度無し・入会した日より 1 年間有効）

・会員数＝３７９名

・年会費＝４,０００円

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。

・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・「美の友会月例美術講座」の開催（聴講無料、資料代 1 回につき１００円必要）。

・陶芸講座の開催（年３回）。

・展覧会や催物の案内を発送。

・提携する美術館の入館料割引。

(1) 月例美術講座―美の友会会員を対象にして実施

美の友会会員を対象に下記の講座（各月２～３回〈８月、１１月を除く〉）を開催した。各回とも一貫

したテーマに即した主題を掲げ、五島美術館の収蔵品を中心にパワーポイントを使用してわ

かりやすい講座を行なった。

※５月７日までは、参加者の氏名・連絡先を把握（受講カードの配布・回収）するなどの感染拡大予防対策を講

じた。

計２７回実施  聴講者数 ［のべ］１,３３３名

・書跡鑑賞シリーズⅩⅥ「古今和歌集の古筆」（全５回）

担当＝五島美術館学芸部 佐々木佑記

第１回 令和５年 ４月 １日［土］ 「さまざまな『古今和歌集』の古筆」·······聴講者９１名

第２回 ５月 ６日［土］ 「高野切古今集」······················································８８名

第３回 ６月 ３日［土］ 「寸松庵色紙」 ··························································７３名

第４回 ７月 １日［土］ 「関戸本古今集」······················································６６名

第５回 ９月 ２日［土］ 「本阿弥切」 ·······························································７９名

・陶磁鑑賞シリーズⅪ「五島美術館の陶磁器ベスト５」（全５回）

担当＝五島美術館学芸部 砂澤祐子

第１回 令和５年 ４月 ８日［土］ 「慶太翁愛蔵の名碗

―重要文化財 鼠志野茶碗 銘 峯紅葉」········聴講者５５名

第２回 ５月１３日［土］ 「墨跡にあう花生

―重要文化財 青磁鳳凰耳花生―」 ··················４３名

第３回 ６月 １０日［土］ 「稀少な透彫の水注

―重要文化財 五彩金襴手透彫水注―」·········３５名
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第４回 ７月 ８日［土］ 「君の名は？

―重要文化財 古伊賀水指 銘 破袋―」 ······ ３５名

第５回 ９月 ９日［土］ 「手になじむ名碗の再評価

―黒織部沓形茶碗 銘 わらや―」 ················· ３６名

・特別展鑑賞シリーズⅣ「古伊賀への道」（全４回） 担当＝五島美術館学芸部 菅沢そわか

第１回 令和５年 ４月 １５日［土］ 「［入門編］ 古伊賀の名品とやきもの基礎知識」

········································································ 聴講者４３名

第２回 ５月 ２０日［土］ 「［初級編］古伊賀の生産地と「〇〇伊賀」」 ··· ４６名

第３回 ６月 １７日［土］ 「［中級編］茶人と古伊賀」···································· ６０名

第４回 ７月 １５日［土］ 「［上級編］残された謎と古伊賀検定（まとめ）」

······················································································ ３５名

・考古鑑賞シリーズⅡ「古鏡への視点」（全４回） 担当＝五島美術館学芸部 林克彦

第１回 令和５年 ９月 １６日［土］ 「創作模倣の鏡（三国時代）」 ················ 聴講者３６名

第２回 １２月 １６日［土］ 「権威の象徴（古墳時代）」··································· ３３名

第３回 令和６年 １月 ２０日［土］ 「華麗な鏡（唐時代）」 ············································ ２３名

第４回 3 月 ２３日［土］ 「鏡を愛でる―収集家と鏡―」····························· １９名

・古典籍鑑賞シリーズⅤ「蔵書家と蔵書印」（全５回）

担当＝大東急記念文庫学芸部 長田和也

第１回 令和５年 １０月 ７日［土］ 「大東急記念文庫の古典籍概観」······· 聴講者３９名

第２回 １２月 ２日［土］ 「金沢文庫印と『白氏文集』」 ······························· ４２名

第３回 令和６年 １月 ６日［土］ 「寺社の蔵書印」 ····················································· ３５名

第４回 ２月 ３日［土］ 「個人の蔵書印①―学問と蔵書―」·················· ３３名

第 5 回 ３月 ２日［土］ 「個人の蔵書印②―書物の収集―」················· ２８名

・絵画鑑賞シリーズⅫ「絵画の鑑賞―紫式部日記絵巻」（全４回）

担当＝五島美術館学芸部 下山來夏

第１回 令和５年 １０月 １４日［土］ 「『紫式部日記絵巻』絵画研究史の要点」

········································································ 聴講者５４名

第２回 令和６年 １月 １３日［土］ 「蜂須賀家本・藤田家本」····································· ６６名

第３回 ２月 １０日［土］ 「旧森川家本・旧久松家本」 ································ ７２名

第４回 ３月 ９日［土］ 「紫式部を描いた絵」 ············································· ６８名

（2） 陶芸講座―美の友会会員を対象にして実施   ＊指導＝弘法窯スタッフ

下記の通り、当館第二講堂において陶芸講座を開催した。当日、参加者は成形から絵付け

までを行って終了（一日教室）。岐阜県可児市の弘法窯の陶房まで輸送して、焼成（完成品は集

会室にて手渡し）。
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・第１回＝令和５年５月２７日・２８日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ················· 参加者計２６名

・第２回＝令和５年９月１７日・１８日「織部焼・越前風自然釉焼締陶器」 ······························· 計２５名

・第３回＝令和６年１月２７日・２８日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ······························· 計２７名

総計＝７８名

３‐２‐２. 茶の友会（定員制度・毎年度 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで有効）

・会員数＝１,２００名

・年会費＝６,０００円

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。

・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・展覧会や催物の案内を発送。

・「美の友会月例美術講座」を聴講可能（聴講料・資料代 1 回につき６００円必要）。

・「茶の友会茶会」の開催（年２回・ただし、１回につき実費１３,０００円必要）。

第１回秋季茶会＝令和５年１１月１６日、１７日、１８日、１９日························· 参加者計５５６名

第２回春季茶会＝令和６年３月１４日、１５日、１６日、１７日···························· 参加者計５８２名

＊記茶会に使用した美術品について学芸員が解説した。

総計＝１,１３８名

４. その他

４‐１. 外部との連携について

（1） 地域における連携

① 上野毛商店会、町会

・上野毛稲荷神社例大祭(１０月８日）への参加

・今後のまちづくりの意見交換

・上野毛まちづくりセンターによる「上野毛商店街のパンフレット」動画制作

② 世田谷美術館 相互割引提携

・世田谷美術館との相互割引を実施（平成２９年４月１日より実施）。

③ 多摩美術大学

・社会連携部との連携事業策定

④ 世田谷区

・JCOM「長っと散歩・世田谷」への保坂区長と共に出演、収録協力

・世田谷区第４期文化・芸術振興計画の策定参画

⑤ 一般社団法人キネコ・フィルム

令和５年１１月 1 日～６日 第３０回キネコ国際映画祭（二子玉川）

・二子玉川～上野毛地区における文化の振興・普及活動として運営・告知協力

・審査会場提供と審査員の展示鑑賞
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（2） 美術館・学校・関連団体との連携

① 「五島慶太未来創造館」との連携

・当館が収蔵する「五島慶太翁肖像画」（弦田英太郎作）を、五島慶太翁の生誕地である長

野県小県郡青木村に無償貸与し、青木村内の「五島慶太未来創造館」の館内において展

示

・五島慶太未来創造館の特別企画展「絵巻が伝える 紫式部と源氏物語の世界」において展

示内容の協力及び販売商品の提供

会期   令和６年３月２日～令和６年７月１５日

② 「ぐるっとパス２０２３」での連携

東京都歴史文化財団の提唱により委員会形式で運営している共通利用券制度。都内１０１

の国、公、私立の美術館・博物館の常設展及び企画展を 2 か月間２,５００円の料金で鑑賞で

きる。首都圏の在住在勤者、国内外からの観光客、企業等の福利厚生利用を目的として美

術館窓口と委託により販売。スマートフォンとカードによるＱＲコード化を提示。１０１施設中９

位の成果配分実績を記録した。

・販売実績 ３０１枚（令和５年４月１日～令和６年１月３１日）

・入館実績 ５,４７８人（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

③ 三井記念美術館、根津美術館との「三館合同キャンペーン」

「秋の三館 美をめぐる」として他館の入館券の半券提示で割引、全館訪問で１展覧会に招

待扱い。４年ぶりの開催。

〈対象展覧会〉

当 館 特別展「古伊賀―破格のやきもの」（会期＝１０月２１日～１２月３日）

根津美術館 企画展「甲冑・刀・刀装具―光村コレクション・ダイジェスト」（９月２日～１０月１５日）

三井記念美術館 特別展「超絶技巧、未来へ！明治工芸とその DNA」（９月１２日～１１月２６日）

割引対象者 ··························································································································· ４５名

〈特典展覧会〉

当 館 館蔵「茶道具取合せ展」（１２月１３日～２月１２日）

三館達成招待者数 ············································································································· ２７名

④ 学校との連携

・共立女子大学大学院家政学研究科被服学専攻

文化財保護・保存を推進し、学術研究機能の向上と人材の育成に寄与することを目的とし

て、共立女子大学との連携事業を実施。令和５年１０月４日～令和６年１月２４日，大澤竹胎

作「このみちや」、同「夏の夜は」計２隻の屏風収納袋の新規作成検討・制作を行ない、成

果品の引渡しを受けた。

・清泉女子大学の依頼により、学芸員を工芸史の非常勤講師として派遣。

・京都芸術大学の依頼により、学芸員を通信教育部の非常勤講師として派遣。

・青山学院大学の依頼により、学芸員を博物館実習の非常勤講師として派遣。

・鶴見大学の依頼により、学芸員を書道史の非常勤講師として派遣。
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・東京都市大学等々力中高茶道部

研修会・茶室見学他 令和６年２月２４日 ······························································参加者１５０名

・昭和女子大学

「日本の書芸」 令和５年４月１５日 ·········································································参加者１５０名

・博物館実習生の受け入れ

期間＝令和５年１１月８日～２２日  実習生＝学習院大学 1 名、駒澤大学 1 名

・その他、筑波大学、日本女子大学、青山学院文学部史学科、昭和女子大学、実践女子大

学国文学科、二松学舎大学、日本大学文理学部国文学科、十文字女子大学、東京工業

大学、慶応女子高等学校、玉川聖学院中等部・高等部、日本菓子専門学校、世田谷区立

上祖師谷中学、東京学芸大学附属中学、和光小学校の実習の場として提供

(3) 東急グループとの連携

① 特別鑑賞会「東急グループ感謝のつどい」

・特別展示、茶室公開他 令和５年４月１７日································································参加者２２２名

② 「東急ロイヤルクラブ」との連携

・『作って楽しむ景観盆栽』ワークショップ 令和５年４月２２日····································参加者２１名

・『苔テラリウム』ワークショップ ６月１８日··········································································参加者３６名

・特別展『古伊賀』ご招待 １０月２５日～１１月２４日 ··················································入館者７８８名

・講演会「国宝『源氏物語絵巻』と描かれた紫式部」 令和６年３月２４日 ············受講者１０５名

④ 東急グループ主催「とうきゅうキッズプログラム」との連携

・「〈茶室で抹茶を飲んでみよう！〉」 令和５年１２月２３日········································参加者１４名

⑤ Bunkamura とのタイアップ企画

・Bunkamura 特設サイト「渋アート」への記事掲載協力

・当美術館前売り券、当日入館券の販売、普及企画のチケット販売

・Bunkamura 利用顧客および MyBunkamura 登録会員へのサービス提供

４-２. 外部団体との協力関係

(1) 公益財団法人日本博物館協会

・理事会に監事として出席 (令和５年６月２６日)

・全国博物館長会議に出席 (令和５年７月５日)

・全国博物館大会に出席 (令和５年１１月１５日)

・理事会に監事として出席 (令和６年３月１５日)

(2) ICOM 日本委員会

・２０２３年度 ICOM 日本委員会総会への参加 （令和５年５月２３日）
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(3) 公益財団法人東京オペラシティ文化財団

・定時評議員会に評議員として出席 （令和５年６月２０日）

・評議員会に評議員として出席 （令和６年３月６日）

(4) 公益財団法人小堀遠州顕彰会

・理事会に理事として出席 （令和６年３月４日）

（5） 一般社団法人全国美術館会議

・定時社員総会に出席 (令和５年５月２５日)

（6） 日本博物館協会の依頼により、学芸員を「博物館研究」編集委員として派遣。

（7） 乃村文化財団の依頼により、学芸員を選考委員として派遣。

（8） 福井県教育総合研究所の依頼により、学芸員を講座講師として派遣 （令和５年９月１５日）

（9） 和泉市久保惣記念美術館の依頼により、学芸員を同館特別展講演会講師として派遣                                               

（令和５年１０月２２日）

（10） 東京国立博物館の依頼により、学芸員を同館価格評価員として派遣（令和５年１２月１日）

（11） 国立歴史民俗博物館の依頼により、学芸員を同館資料買取評価会委員として派遣                                              

（令和６年３月６日）

（12） 東京学芸大学附属高等学校の依頼により、学芸員を授業講師として派遣

（令和６年３月６日）

（13） 九州国立博物館の依頼により、学芸員を同館列品等修理請負候補者選定委員会委

員委嘱 （～令和６年３月２９日）

（14） 公益社団法人日本工芸会主催「第７０回日本伝統工芸展」に協賛

４‐３. 学会・研究会

（1）東洋陶磁学会の研究会、茶の湯文化学会の例会において研究成果を発表。

（2）美術史学会、書学書道史学会（以上大会・例会および研究会）に出席（オンライン開催を

含む）。

（3）源氏絵データベース研究会、茶書研究会、茶の湯勉強会、書芸術研究会、関西書画コ

レクション研究会に参加（オンライン開催を含む）。
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[2] 大東急記念文庫（公益目的事業②）

１. 閲覧事業

１‐１. 図書閲覧

（1） 個人閲覧

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

開館日数 26 22 22 26 5 26 22 26 14 23 20 27 259 日

閲覧者数 2 10 7 12 1 11 5 4 5 7 11 9 84 名

国書 6 10 41 9 8 40 7 1 1 7 5 10 145 点

漢籍 0 1 0 9 0 1 1 0 0 0 5 2 19 点

仏書 0 4 1 14 0 5 4 15 2 4 9 3 61 点

その他 1 1 1 2 0 2 3 2 1 1 1 1 16 点

計 7 16 43 34 8 48 15 18 4 12 20 16 241 点

（2） 団体閲覧

・令和５年７月８日 ハワイ大学・国文学研究資料館ほか（１２点／於集会室）····················１１名

・令和５年１０月１４日 慶應義塾大学大学院生ほか（５２点／於集会室） ····························１１名

１‐２. 展示

（1） 五島美術館への出陳

・［館蔵］春の優品展―古今和歌集を愛でる―

···················重要文化財「公忠朝臣集」・重要文化財「手鑑」・重要文化財「白氏文集」他／計１３件

・［館蔵］近代の日本画展

··························································································································「相撲人物素描」／計１件

・［館蔵］古鏡展―めでたい鏡の世界―

特集展示「書き入れ本と自筆資料」（展示室 2）

··································重要文化財「因明論疏」・重要文化財「論語集解」・「付法蔵伝」他／計２３件

・［館蔵］秋の優品展―白・黒・モノクローム―

·······························重要文化財「高僧像」・国宝「六祖挟担図」・重要文化財「寒山図」他／計１０件

・［館蔵］茶道具取合せ展

····················· 「織田信長書状」・「豊臣秀吉消息」・「武野宗瓦消息」・「茶室起絵図」／計４件

計 ５１件

・大東急記念文庫特集展示「書き入れ本と自筆資料」（展示室 2）について、出陳作品の選定、

解説執筆等を行った。令和６月２４日［土］～７月３０日［日］

(2)他美術館等への貸出

・たばこと塩の博物館························································································「ひともと草」他／計 8 件

「没後２００年 江戸の知の巨星 大田南畝の世界」（期間＝令和５年４月２９日～６月２５日）

閲
覧
図
書
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・サントリー美術館 ················································· 「十番虫合」「肘下選蠕」「芥子園画伝」／計３件

「虫めづる日本の人々」（期間＝令和５年７月２２日～９月１８日）

・福岡市博物館···································································· 重要文化財「金光明最勝王経」／計１件

「黒田長政没後４００周年 黒田侯爵家の名品―知られざる黒田家「家宝」の近代史―」（期間

＝令和５年９月１５日～１１月５日）

・長崎歴史文化博物館·······················「物産ノ蘭名」「草木集」「諸家蟲魚蝦蟹雑記図」／計３件

「シーボルト来日２００周年記念 大シーボルト展」（期間＝令和５年９月３０日～１１月１２日）

・東京国立博物館 ······· 「山水屏風」「伊勢物語」「新古今集月詠和歌巻」「観世流謡本」／計４件

「やまと絵―受け継がれる王朝の美―」（期間＝令和５年１０月１１日～１２月３日）

「本阿弥光悦の大宇宙」（期間＝令和６年１月１６日～３月１０日）

計 ５ヶ所 １９件

２. 調査・研究・保存事業

２‐１. 図書調査

国文学研究資料館の研究会や、同館地域調査委員としての調査には令和５年度は参加し

なかった。

２‐２. 図書収集

（1） 閲覧参考資料

「人物叢書」等を継続購入中である。

（2） 出版文化史参考資料

令和５年度は購入しなかった。

２‐３. 研究発表

専門家の協力を仰ぎながら機関誌『かがみ』第５４号（令和６年３月３１日発行）を編集、発行

した（２-６. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの）（1）頒布 を参照）。

２‐４. 図書保存

（1）収蔵庫内の参考書誌、図書資料等と和古書との分離収納作業を行なった。

（2）収蔵資料の保存状態を調査し、修理・補修リストに記載した。

（3）庫内に適度の防虫剤を施した。また防塵、除湿、防災には万全を期し、予防策として除

塵防黴施工（IPM＝総合的有害生物管理）を実施した。

（4）不慮の災害に備え、写真撮影による副本作りを行なった。令和５年度は、「大般若波羅蜜

多経」「蘇悉地羯羅経略疏 巻七」等を撮影した。

２‐５. 図書修理

「元田家文書」のうち「高士山水図 十市石谷筆」「墨梅図 賀来飛霞筆」の修理事業を行った。

２‐６. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの）

（1） 頒布

・機関誌『かがみ』第５４号（令和６年３月３１日発行）
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・『典籍逍遥―大東急記念文庫の名品』（平成１９年３月３１日発行）

・『狩谷棭斎と経籍訪古志―大東急記念文庫所蔵の漢籍から』（令和元年６月１０日発行）

・公開講座講演録

（2） 委託販売

・大東急記念文庫善本叢刊中古・中世篇（汲古書院）――継続刊行中

  令和５年度は第１５巻「国史・古記録・寺誌」（第２９回配本）を刊行した。

・大東急記念文庫善本叢刊近世篇（全１８巻別巻１巻）（汲古書院）

・大東急記念文庫所蔵『芥子園画伝』初集・二集・三集（勉誠出版）

・マイクロフィルム版『江戸文学総瞰』（丸善雄松堂）

・『物語文学総瞰』は令和４年８月２１日の期間満了をもって販売契約を終了した。

２‐７. 普及

（1） 出版物受贈（主なもの）

・『皇室制度史料 儀制 践祚・即位二』 １冊（宮内庁書陵部）

・『磧砂版大蔵経目録 第十二冊』 １冊（杏雨書屋）

・『東大寺叢書３ 東大寺要録三』（東大寺史研究所）

（2） 図書資料撮影、掲載、出版、翻印等許可

・各種団体

かほく市、木更津市等

・出版社等

勉誠社、岩波書店、思文閣出版、青裳堂書店、汲古書院、ミネルヴァ書房等

・個人

研究者等６名

２‐８. 国等各種公共機関・団体への協力と職員の派遣

（1） 武蔵野大学の依頼により、学芸員を非常勤講師として派遣。

（2） 人間文化研究機構の依頼により、学芸員２名を基幹研究プロジェクト連携研究員として

研究会、見学会に派遣（令和５年８月７日～９日、竹笹堂、大入、キャンパスプラザ京都、瑞光寺・令

和５年１２月２２日、五島美術館）。

（3） 第３回古籍原本調査研究会に参加（令和６年２月２３日～２４日、キャンパスプラザ京都）。

（4） ワークショップ「日本における徳の諸相」に参加（令和６年３月１４日、慶應義塾大学日吉キャン

パス）。

（5） 国文学研究資料館の地域資料専門部会委員として文献資料調査に参加。

２‐９. その他

日本近世文学会編『和本図譜 江戸を究める』（文学通信）の編集・刊行に執筆者の一人と

して参加した。
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貸借対照表



20

財産目録
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予算対比正味財産増減計算書
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予算対比正味財産増減計算書
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正味財産増減計算書
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正味財産増減計算書内訳表
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財務諸表に対する注記
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附属明細書

基本財産の明細、特定資産の明細及び引当金の明細については財務諸表の注記に記

載しているため、附属明細書への記載を省略する。
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附属明細書

事業報告の内容を補足する重要な事項はない。
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監 査 報 告 書

私たち監事は、令和５年度における公益財団法人五島美術館の業務執行状況お

よび会計帳簿並びにこれに関する資料につき監査いたしました。

その結果、正味財産増減計算書、貸借対照表およびその附属明細書並びに財産目

録は会計帳簿の記載金額と一致し、法人の収支状況および財産状態を正しく表示し

ていると認めます。

また事業報告の内容は真実であると認めます。

その他、理事の職務状況に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重

大な事項はないと認めます。

                  公益財団法人 五島美術館

監 事

監 事


